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Ⅰ 一般学力検査結果の概要 

 

 平成 31年３月６日（水）・７日（木）に実施した平成 31年度広島県公立高等学校入学者

選抜における一般学力検査の結果について，その概要を取りまとめたので，今後の学習指導

の参考としてください。 

 

１ 出題について 

 一般学力検査問題の出題に当たっては，中学校学習指導要領に示された各教科の目標

に基づき，分野・領域のバランスに留意するとともに，基礎的・基本的な内容を中心に

出題した。また，総合問題や記述問題などを取り入れることによって，思考力・判断力

・表現力などをみるよう配慮した。 

 出題の大問数等については，次のとおりである。なお，英語においては，例年どおり

実音聴取による問題を出題した。 

 

各教科における設問数 

内容 国語 社会 数学 理科 英語 合計 

 大問数 ４ ４ ６ ４ ４ 22 

 設問数 21 25 19 24 24 113 

 選択問題 ３ ８ １ ９ 13 34 

 記述問題等 18 17 18 15 11 79 

    ＊ 記述問題等には，漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。  

 

２ 検査結果の概要について 

  各教科の平均点，標準偏差及び得点分布については，次のとおりであった。 

 

各教科（50点満点）の平均点 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均 

平成31年度 23.6 21.6 21.0 23.3 21.3 22.2 

平成30年度 23.5 18.0 22.4 19.1 24.4 21.5 

 

各教科（50点満点）の標準偏差 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 

平成31年度 8.6 10.4 10.9 11.4 11.0 

平成30年度 8.3 7.9 11.1 10.3 10.4 
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（各教科の得点分布） 

  

  

  

 

５教科合計の平均点は昨年と比べやや上昇した。得点分布の状況を示すグラフの全

体の形はなだらかな山形で，30％以下の得点層に属する受検者は多い。 

各教科の得点分布を比較すると，国語では，全体の中央が高くなった山形となって

おり，応用的な問題に十分に対応できていない受検者が多いと考えられる。社会及び

数学では全体の形がやや左寄りのなだらかな山形，理科及び英語では全体の形が台形

に近い形になっており，いずれも基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検者

が多くいると考えられる。 

教科別にみると，国語については，昨年と比べ平均点に大きな変化はなく，30％以

下の得点層に属する受検者は全体の18.2％と少なくない。今後学習を進めていく上で
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の基盤となる「漢字の読み」と「漢字の書き取り」についての正答率はそれぞれ88.4

％，88.0％と高い。また，分野・領域別にみると，説明的な文章についての正答率が

低い傾向がみられる。 

社会については，昨年と比べ平均点は上昇した。60％を超える得点層に属する受検

者が大幅に増加した。一方，30％以下の得点層に属する受検者は減少したものの全体

の 30.4％と依然として多かった。また，分野・領域別にみると，歴史についての正答

率が低い傾向がみられる。 

数学については，昨年と比べ平均点はやや下降し，30％以下の得点層に属する受検

者は全体の 33.9%と多かった。今後学習を進めていく上での基盤となる「簡単な数・

式の計算」については正答率の平均は 86.6％と高い。一方，日常生活における問題を

解決する場面での数学的な思考力をみる問題の正答率は昨年度に引き続き低かった。

分野・領域別にみると，図形や関数についての正答率が低い傾向がみられる。 

理科については，昨年と比べ平均点は上昇した。30％以下の得点層に属する受検者

は減少したものの，全体の 28.4％と依然として多かった。また，分野・領域別にみる

と，物理についての正答率が低い傾向がみられる。 

英語については，昨年と比べ平均点は下降し，60％を超える得点層に属する受検者

は減少した。また，30％以下の得点層に属する受検者は増加し，全体の34.7％と多か

った。分野・領域別にみると，会話文の流れに合った適切な語を考えて書く力や，文

章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わるように英

文を書く力をみる問題についての正答率が低い傾向がみられる。 

５教科に共通した課題としては昨年に引き続き，日常生活などを想定した課題解決

の場面で，既習の知識や学習内容等と関連付けて考察し，自分の考えをもったり判断

をしたりして，その過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げられる。 

 この点を改善するためには，まず，日常生活や自然・社会における事象の考察，ま

た，コミュニケーションの場面などにおいて，目的や状況等に応じて判断したり表現

したりするのに適当な課題を設定することが重要である。そして，その課題を解決す

る過程において，精査した情報を基に自分の考えを形成し文章や発話によって表現し

たり，お互いの考えを適切に伝え合い多様な考えを理解したり，集団としての考えを

形成したりすることが重要である。この学習指導を行う際に大切なのは，それぞれの

教科の特質に応じた見方・考え方を働かせて思考・判断させていくことである。新学

習指導要領及び広島版「学びの変革」アクション・プランにおける「主体的な学び」

が目指すのは，各教科等の内容についての本質的な理解である。そのためには，習得

・活用・探究の過程の中で，各教科における見方・考え方を働かせることで，深い学

びにつなげていくことが重要である。 

また，高等学校においても，各教科・科目の系統性を理解した上で，義務教育段階

の指導状況や生徒の発達段階，生徒の言語能力を踏まえ，授業の構成や指導の在り方

を工夫・改善していく必要がある。 
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Ⅱ 各教科の出題のねらい，正答率，結果の概要及び指導のポイント 

 

国  語 

 

１ 出題のねらい 

 

 現代文（文学的な文章，説明的な文章），古典及び様々な形態の文 章 に よ

って，平素の学習で身に付けた基礎的・基本的な表現力や理解力，また思考力や想像

力などをみるように努めた。 

 

各問題のねらい 

 

 一は，文学的な文章について，想像力などを働かせて，場面や人物の心情などを的

確に捉え，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 漢字を正しく読むことができる。 

  ２ 熟語の構成について理解している。 

３  文脈に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

 ４ 文脈に即して場面を的確に捉えることができる。 

  ５ 話の展開に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現することができ

る。 

６ 描写を踏まえて人物像を捉え，それを適切に表現することができる。 

   

 二は，説明的な文章について，思考力などを働かせて，文章の論理的な構成や展開

などを的確に捉え，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 漢字を正しく書くことができる。 

  ２ 接続の言葉の働きについて理解している。 

３ 指示語の内容を文脈の中で的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

  ４ 論の展開に即して要旨を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

５ 論の展開の仕方とその効果を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 

 

  三は，古典について，基礎的事項の理解，文章の内容などを的確に捉え，またそれ

を適切に表現する力をみる問題である。 

 １ 訓読の仕方について理解している。 

２ 漢詩の表現に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。 
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 ３ 漢詩の形式について理解するとともに，目的に応じて内容を的確に捉え，それ

を適切に表現することができる。 

 

 四は，様々な形態の文章について，思考力や想像力などを働かせて，自分の考えを

まとめ，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

目的に応じて文章を読み，話の展開や人物の様子について自分の考えを述べる文章

を構成し，それを適切に表現することができる。 

 

２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

国語の平均点は 23.6 点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の中央が高く

なった山形になっており，応用的な問題に十分に対応できていない受検者が多いと考

えられる。 

 一では，漢字の読みを問う１で，正答率の平均が 88.4％と高かった。また，話の文

脈に即して場面を的確に捉える力をみる４の正答率が 74.6％と高かった。一方，話の

展開に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる５は 10.3％と

低かった。話の展開に即し，想像力などを働かせて人物の心情を的確に捉え，それを

適切に表現することに課題があると考えられる。また，登場人物に関する描写を踏ま

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

① 89.7 0.0 9.3 1.0

② 76.3 0.0 21.6 2.1

③ 99.3 0.0 0.5 0.1

２ 62.4 0.0 37.0 0.5

３ 67.3 8.7 21.0 3.0

４ 74.6 0.0 25.0 0.4

５ 10.3 47.6 36.0 6.1

６ 7.2 28.6 42.5 21.7

① 97.1 0.0 2.1 0.7

② 76.7 0.0 18.9 4.5

③ 90.1 0.0 4.6 5.3

２ 75.7 0.0 23.6 0.7

３ 51.6 25.9 20.6 1.9

４ 11.1 40.7 33.7 14.4

Ⅰ・Ⅱ 19.7 5.9 60.9 13.6

Ⅲ 8.4 12.4 59.8 19.5

１ 85.2 0.9 11.5 2.4

２ 26.3 28.7 37.1 7.9

(1) 49.3 0.0 41.3 9.3

(2) 9.7 34.7 25.2 30.4

四 6.0 62.5 22.1 9.4
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えて人物像を捉え，それを適切に表現する力をみる６の正答率が 7.2％と低く，無答

率も 21.7％であった。登場人物に関する描写を踏まえて人物像を捉え，それを適切に

表現することに課題があると考えられる。 

 二では，漢字を書かせる１で，正答率の平均が 88.0％と高かった。一方，論の展開

に即して要旨を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる４の正答率が 11.1％と低

く，論の展開の仕方とその効果を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる５の正

答率がⅠ・Ⅱは 19.7％，Ⅲは 8.4％と低かった。論の展開の上で重要な役割を果たす

語に注意して要旨を的確に捉えたり，論の展開の仕方とその効果を的確に捉え，それ

を適切に表現したりすることに課題があると考えられる。 

 三では，訓読の仕方についての理解をみる１は正答率が 85.2％と高かった。一方，

漢詩の表現に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現する力をみる２で，正答率

が 26.3％と低かった。目的に応じて内容を的確に捉え，それを適切に表現する力をみ

る３の（２）の正答率が 9.7％と低く，無答率が 30.4％であった。漢詩の表現や語句

の使い方に着目し，漢和辞典の記述や現代語訳，資料を手掛かりにしながら，漢詩の

内容を的確に読み取ること，また読み取ったことを適切に表現することに課題がある

と考えられる。 

  四では，様々な形態の文章について，思考力や想像力などを働かせて，自分の考え

をまとめ，考えたことを適切に表現する力をみる問いの正答率が 6.0％と低かった。

また，この問いの部分正答率は 62.5％であった。目的に応じて文章を読み，話の展開

や人物の様子について自分の考えを述べる文章を構成し，それを適切に表現すること

に課題があると考えられる。なお，部分正答率が比較的高かったことから，記述をし

た後に構成や叙述の仕方などについて推敲をすることにも課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

 定着に課題がみられた一の６の「描写を踏まえて人物像を捉え，それを適切に表現

する問題」では，文章中の描写から読み取った人物像を適切に表現する力が求められ

る。そうした力を育成するための学習指導として，例えば次のようなことが考えられ

る。 

① 文学的な文章を扱う教材において「登場人物のプロフィールを作成する」とい

う言語活動を設定し，教科書内に取り上げられている物語や小説を読み，登場人

物がどのような人物なのかについて読み取れる描写を挙げさせる。 

② ①で挙げさせた描写を根拠として，登場人物の「プロフィール」を作成させる。

その際，登場人物の性格や内面に関わる表現については，本文中の描写で使用さ

れている言葉をそのまま書かせるだけではなく，自分の知っている性格や内面を
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表す言葉や，国語辞典や漢和辞典を活用して見付けた言葉に置き換えて書かせる

ようにする。 

③ ②で見付けた言葉と①で挙げた描写とを見比べさせ，①で挙げた描写ができる

だけたくさん集約できている言葉を選ばせて，「プロフィール」を作成させる。 

 ④ ③で作成した「プロフィール」を班内で発表し合い，登場人物の性格や内面に

ついての描写が最も集約できている言葉が使用されているものを選んだり，意見

を出し合ったりして，さらに吟味した「プロフィール」を作成させる。なお，吟

味の段階では，「本文中の描写」から「登場人物の性格や内面を表す言葉」に置

き換えていくだけではなく，「登場人物の性格や内面を表す言葉」からその言葉

に集約される「本文中の描写」も検討するという方法でも吟味していくよう意識

させる。 

⑤ ④で作成した「プロフィール」を学級全体で発表させ，登場人物に関する本文

中の描写について，最も適切に集約されている言葉が使用してある「プロフィー

ル」を選ばせ，評価をさせる。 

 ⑥ ⑤の活動の後に自分の作成した「プロフィール」を見直し，修正させたり加筆

させたりして「プロフィール」を完成させる。 

 ⑦ ⑥で完成させた「プロフィール」を活用しながら，本文を再読させ，登場人物

の言動の意味についての確認を学級全体で行う。 

   

指導に際しては，②の活動で，国語辞典や漢和辞典を使用して言葉の意味を調べる

だけではなく，「類語」や「熟語」の記載を活用するなどして，語感の異なる言葉に

多く触れさせることが大切である。その上で，登場人物に関する複数の描写を集約で

きる言葉を探しながら適切に置き換えることにより，語感を磨き語彙を豊かにしなが

ら，登場人物の人物像を的確に捉えることが可能となる。また，④の活動では，「具

体的な描写から抽象的な概念を表す言葉を吟味すること」だけではなく，「抽象的な

概念を表す言葉から具体的な描写を吟味すること」も意識させるように留意する。 

  

このように，複数の描写から登場人物の人物像を読みとる活動を設定し，その過程

で複数の描写を集約する言葉に言い換えさせたり，それを分かりやすく説明させたり

する学習指導を行うことで，描写を踏まえて人物像を捉え，それを適切に表現する力

を育成することができる。 
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社  会 

 

１ 出題のねらい 

 

地理的分野，歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって，基礎的・基本的な知

識・理解，各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した過程や結果を表現

する能力をみるように努めた。 

 

各問題のねらい 

 

１  地理的分野 

   東北地方の産業を素材として取り上げ，地理的事象に関する基礎的・基本的な知

識・理解，地図・資料を読み取って考察する能力及び表現する能力をみる問題であ

る。 

 １ 三陸海岸の沖を流れる海流について理解している。また，東北地方の県の位置

について理解している。また，リアス海岸で，かきやわかめの養殖が盛んな理由

について，地形の特徴と関連付けて考察し，それを表現することができる。 

 ２ 東北地方で行われている稲作に関する工夫について理解している。また，東北

地方の農業の中で，稲作を相対的に捉えることのできる資料について考察し，そ

れを表現することができる。 

 ３ 青森県のりんご農家の取組が所得を増やすことにつながる理由について，資料

を読み取って考察し，それを表現することができる。 

 

２  歴史的分野 

  日本と外国との関わりを素材として取り上げ，日本の外交史・経済史・文化史・

政治史上の諸事象に関する基礎的・基本的な知識・理解，資料を読み取って考察す

る能力及び表現する能力をみる問題である。 

 １ 唐の都について理解している。また，日本から中国に派遣された使節の主な目

的について，資料を読み取って考察し，それを表現することができる。 

 ２ 室町時代の日本の経済の様子について理解している。 

 ３ イエズス会の宣教師が日本を含むアジアで布教を行った理由について理解して

いる。 

 ４ 明治時代に行われた近代化政策について理解している。 

 ５ 中東戦争と日本の経済が打撃を受けたことの関係について，資料を読み取って

考察し，それを表現することができる。 
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３  公民的分野 

   国際連合を素材として取り上げ，社会的事象に関する基礎的・基本的な知識・理

解，資料を読み取って考察する能力及び表現する能力をみる問題である。 

 １ 国際連合の総会の仕組みについて理解している。また，世界人権宣言について

理解している。 

 ２ 安全保障理事会の活動の目的について理解している。 

３ ユネスコについて理解している。 

 ４ 国際連合が行っている食料に関する支援の二つの目的について，資料を読み取

って考察し，それを表現することができる。 

 

４  総合分野 

  グローバル化により起こることを素材として取り上げ，地理的・歴史的・社会的

事象についての総合的な理解，地図・資料を読み取って考察し判断する能力及び表

現する能力をみる問題である。 

 １ 産業の空洞化について理解している。 

 ２ 繊維製品の取り扱い表示を国際規格に合わせる理由について，資料を読み取っ

て考察し，それを表現することができる。 

 ３ 中継貿易について理解している。また，琉球王国の貿易が振るわなくなった理

由について，地図・資料を関連付けて考察し，それを表現することができる。 

 ４ 来日する外国人留学生が増えている理由について，資料を読み取って考察し判

断することができる。また，来日した外国人留学生に対する配慮について，資料

を関連付けて考察し，それを表現することができる。 
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２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

社会の平均点は 21.6 点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の形がやや左

寄りのなだらかな山形になっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受

検者が多くいると考えられる。 

１１では，リアス海岸で，かきやわかめの養殖が盛んな理由について考察し表現させ

る１（３），東北地方の農業は稲作が中心かどうかを確かめるために必要な資料を考

察し表現させる２（２）で，正答率がそれぞれ 24.2％，21.2％と低かった。１（３）

は，海岸の地形の特徴と関連付けて考察し，かきやわかめの養殖が盛んな理由を表現

する力に課題があると考えられる。２（２）は，東北地方の農業の中で，稲作を相対

的に捉えることのできる資料について考察し，それを表現する力に課題があると考え

られる。 

２２では，唐の都について問う１（１）で,正答率が 75.4％と高かった。一方，日本

から中国へ派遣された使節の主な目的について考察し表現させる１（２）Ｂ，イエズ

ス会の宣教師が日本を含むアジアで布教を行った理由について問う３，中東戦争と日

本の経済が打撃を受けたことの関係について考察し表現させる５で，正答率がそれぞ

社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 57.0 0.0 37.8 5.3

(2) 69.6 0.0 30.2 0.1

(3) 24.2 31.4 37.5 6.9

(1) 34.2 0.0 65.1 0.7

(2) 21.2 22.6 54.0 2.2

３ 38.4 18.6 41.9 1.0

(1) 75.4 0.0 24.3 0.3

Ａ 39.2 28.8 24.1 7.9

Ｂ 14.1 18.1 59.9 7.9

２ 35.0 0.0 64.4 0.7

３ 17.2 12.1 56.6 14.1

４ 35.9 0.0 63.5 0.7

５ 7.9 37.5 47.9 6.7

(1) 30.7 0.0 68.8 0.4

(2) 38.8 0.1 55.3 5.7

２ 54.3 12.9 24.9 7.9

３ 55.9 0.3 32.4 11.4

〔ア〕 54.3 14.8 26.4 4.5

〔イ〕 45.8 19.3 29.6 5.4

１ 87.6 0.0 12.1 0.3

２ 45.0 12.7 36.2 6.1

(1) 33.3 1.3 52.4 13.0

(2) 13.2 9.7 66.0 11.1

(1) 65.9 0.0 33.1 1.0

(2) 32.1 32.8 29.6 5.6

４

３

４

(2)

１

２

３

４

１

２

１

１

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

正答 部分正答 誤答 無答
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れ 14.1％，17.2％，7.9％と低かった。１（２）Ｂは，日本から中国へ派遣された使

節の主な目的について，資料を読み取って考察し，それを表現する力に課題があると

考えられる。３は，イエズス会の宣教師が日本を含むアジアで布教を行った理由につ

いての理解に課題があると考えられる。５は，中東戦争と日本の経済が打撃を受けた

ことの関係について，資料を読み取って考察し，それを表現する力に課題があると考

えられる。 

３では，国際連合の総会の仕組みについて問う１（１）で，正答率が 30.7％と低か

った。国際連合の総会の仕組みについての理解に課題があると考えられる。 

４では，産業の空洞化について問う１で，正答率が 87.6％と高かった。一方，琉球

王国の貿易が振るわなくなった理由について考察し表現させる３（２）で，正答率が

13.2％と低かった。琉球王国の貿易が振るわなくなった理由について，地図・資料を

関連付けて考察し，それを表現する力に課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

定着に課題がみられた２５では，中東戦争と日本の経済が打撃を受けたことの関係

について，資料を読み取って考察し，それを表現する力が求められる。そうした力を

育成するためには，様々な資料を活用することにより歴史的事象を多面的・多角的に

考察し，その因果関係を捉える学習を充実させる必要がある。例えば，第二次世界大

戦後の日本のエネルギー政策の転換を，経済状況の推移から捉え，高度経済成長が終

息する理由を考察させる次のような学習指導が考えられる。 

① 第二次世界大戦後の日本の国民総生産と経済成長率の変化を示すグラフを提示

し，中東戦争の起きた 1973 年と，日本の経済成長率が落ち込む時期が重なること

に気付かせる。そのことから「中東戦争が起こったことで，なぜ日本の経済は打

撃を受けたのだろう」という課題を設定させる。その課題を基に「中東戦争によ

って，中東の地域からの石油を日本へ輸入しにくくなったために，日本の経済成

長率が落ち込んだのではないか」と仮説を立てさせる。 

 ② 仮説から「日本の経済は，中東の地域の石油にどれくらい頼っていたのか」「日

本の産業と石油の関係は，どのようになっていたのか」「なぜ，中東の地域の石

油が日本の経済に大きく影響を及ぼしたのか」などについて，資料を基に当時の

日本のエネルギー政策を調べさせ，「高度経済成長期の日本の主な産業は重化学

工業であり，生産に必要な石油の価格が中東戦争をきっかけに大幅に上がったた

め」という課題に対する理由を説明させる。 

 ③ さらに，1973 年の石油危機後のエネルギー政策の推移を調べさせ，石油の輸入

先の多様化，石油の消費量を抑える省エネ技術の開発，原子力や再生可能エネル
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ギーなどのエネルギー供給源の多様化といった変化を捉えさせる。 

④ 最後に，将来の持続可能なエネルギー政策について，自分たちにできる行動も

踏まえて考えさせ，クラスで議論させる。 

 

このように，いくつかの事象から課題を設定し，その課題から設定した仮説を検証

する過程において，様々な資料を活用し，その因果関係を説明する学習により，事象

間の関係について，資料を読み取って考察し，それを表現する力を育成できると考え

る。さらに過去から現在，そして未来の予測や自分のとるべき行動まで考えさせる学

習により，歴史的事象の意味・意義を見出し，学習内容の確かな理解と定着を図るこ

とができると考える。 
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数  学 

 

１ 出題のねらい 

 

数と式，図形，関数及び資料の活用の各領域において，基礎的・基本的な知識・技

能，数学的な思考力・判断力・表現力及び数理的に処理する仕方をみるように努めた。  

 

各問題のねらい 

 

１ 数と式や図形，関数，確率について，基礎的・基本的な知識・技能をみる問題で

ある。 

（１）正の数と負の数の四則計算をすることができる。 

（２）文字を用いた式の四則計算をすることができる。 

（３）連立二元一次方程式を解くことができる。 

（４）平方根を含む式の計算をすることができる。 

（５）与えられた条件を満たす球の表面積を求めることができる。 

（６）正多角形の１つの内角の大きさを求めることができる。 

（７）与えられた条件を満たす関数を式で表すことができる。 

（８）与えられた条件を満たす確率を求めることができる。 

 

２ 図形や関数，統計について，基礎的・基本的な知識・技能，数学的な思考力及び

数理的に処理する仕方をみる問題である。 

（１）与えられた条件を満たす角の大きさを求めることができる。 

（２）与えられた条件に基づいて関数のグラフを考察し，比例定数の値を求めること

ができる。 

（３）与えられた資料や条件に基づいて中央値を考察し，表に加えた欠席者の記録を

求めることができる。 

 

３ 数と式について，日常生活の中で問題を解決する場面での数学的な思考力・表現

力及び数理的に処理する仕方をみる問題である。 

（１）与えられた条件に基づいて事象を数理的に考察し，花だんを作る場所①の道の

幅を求めることができる。 

（２） 41の小数第１位を考察し，花だんを作る場所②の道の幅の近似値を求めるこ

とができる。 
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４ 図形について，数学的な思考力・判断力・表現力をみる問題である。 

（１）与えられた条件に基づいて図形を考察し，四角形が平行四辺形になることを証

明することができる。 

（２）平行四辺形がひし形になるためには，〔仮定〕にどんな条件を加えればよいの

かを判断することができる。 

 

５ 図形について，数学的な思考力・表現力をみる問題である。 

与えられた条件に基づいて図形を考察し，線分の長さを求めることができる。 

 

６ 関数について，基礎的・基本的な知識・技能及び数学的な思考力をみる問題であ

る。 

（１）関数のグラフと y 軸との交点の y 座標を求めることができる。 

（２）与えられた条件に基づいて関数のグラフを考察し，比例定数の値のうち，最も

小さいものを求めることができる。 

 

２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

数学の平均点は 21.0 点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の形がやや左

寄りのなだらかな山形となっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 95.2 0.1 4.6 0.2

(2) 93.7 0.0 5.3 1.0

(3) 77.6 2.3 16.5 3.6

(4) 80.0 0.1 16.9 3.0

(5) 50.9 0.0 42.6 6.6

(6) 66.3 0.0 32.4 1.3

(7) 70.7 0.2 23.4 5.7

(8) 53.7 0.1 44.2 2.0

(1) 50.6 0.1 45.4 3.9

(2) 30.0 0.4 44.3 25.3

(3) 36.5 0.1 60.1 3.3

(1) 20.4 2.2 71.1 6.3

エ 7.6 6.6 52.2 33.6

オ 13.3 0.0 59.0 27.7

(1) 17.5 28.0 36.3 18.1

(2) 15.2 0.2 81.8 2.9

５ 16.6 15.4 45.6 22.4

(1) 73.2 2.0 17.4 7.4

(2) 1.3 0.1 72.3 26.4

３

４

６

(2)

1

２

問題番号 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

正答 部分正答 誤答 無答
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検者が多くいると考えられる。 

 １では，正答率の平均は 73.5％と高かった。 

 ２では，条件に基づいて関数のグラフを考察し，比例定数の値を求める（２）で，

正答率が 30.0％と低かった。関数 2axy = のグラフを考察し，数理的に処理する仕方に

課題があると考えられる。また，資料や条件に基づいて中央値を考察し，表に加えた

欠席者の記録を求める（３）で，正答率が 36.5％と低かった。与えられた資料や条件

に基づいて中央値を考察し，表に加えた欠席者の記録を求める問題での数学的な思考

力に課題があると考えられる。 

３では，条件に基づいて事象を数理的に考察し，花だんを作る場所①の道の幅を求

める（１）で，正答率が 20.4％と低かった。日常生活の中で問題を解決する場面での

数理的に処理する仕方に課題があると考えられる。また， 41の小数第１位を考察す

る（２）エ，花だんを作る場所②の道の幅の近似値を求める（２）オで，正答率がそ

れぞれ 7.6%，13.3％と低く，（２）エの無答率は 33.6％であった。平方根の近似値を

考察する問題での数学的な思考力・表現力に課題があると考えられる。 
４では，条件に基づいて図形を考察し，四角形が平行四辺形になることを証明する

（１）で，正答率が17.5％と低く，部分正答率は28.0％であった。四角形が平行四辺

形になることを証明する問題での数学的な思考力・表現力に課題があると考えられる。

また，平行四辺形がひし形になるためには，〔仮定〕にどんな条件を加えればよいの

かを判断する（２）で，正答率が15.2％と低かった。平行四辺形がひし形になるため

の条件を考察する問題での数学的な思考力・判断力に課題があると考えられる。 

５は，条件に基づいて図形を考察し，線分の長さを求める問題で，正答率が16.6％

と低く，部分正答率は15.4％であった。与えられた条件に基づいて図形を考察し，線

分の長さを求める問題での数学的な思考力・表現力に課題があると考えられる。 

６では，関数のグラフと y 軸との交点の y 座標を求める（１）で，正答率が73.2％

と高かった。一方，条件に基づいて関数のグラフを考察し，比例定数の値のうち，最

も小さいものを求める（２）で，正答率が1.3％と低かった。与えられた条件に基づい

て関数のグラフを考察し，比例定数の値のうち，最も小さいものを求める問題での数

学的な思考力に課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

定着に課題がみられた４（２）では，平行四辺形がひし形になるための条件を深く

考察することが求められる。そのためには，生徒が観察や操作，実験などの活動を通

して学習を深めたり，数学的な表現を用いながら他者に説明したりするような場面を
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教師が意図的に設ける必要がある。例えばこの問題を使った次のような学習指導が考

えられる。 

 

① タブレット型のコンピュータを渡し，幾何に関するソフトウェアを用いて，平

行四辺形ＥＤＣＦがひし形になるためには，〔仮定〕にどんな条件を加えればよ

いのかを考えさせる。 

② 下の図の△ＡＢＣの各頂点を，平行四辺形ＥＤＣＦがひし形になるように動か

していくことにより，「△ＡＥＣがＡＣ＝ＡＥの二等辺三角形になっている。」

「直線ＡＤが線分ＥＣの垂直二等分線になっている。」などの考えが出てくるこ

とが予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ②で出てきた考えが一般的に成り立つことを明らかにするために，これまでに

学んだことに基に，数学的な表現を用いて根拠を明らかにし筋道立てて説明し伝

え合う活動に取り組ませる。 

④ ②，③の活動を通して，自分とは異なる考え方に気付かせたり，お互いの説明

やその根拠とする事柄について理解を深めさせたりする。 

 

このような学習指導を通して，数学的な推論の必要性や意味及び方法についての理

解を深め，図形に対する直観力や洞察力とともに，論理的に考察し表現する能力を育

成していくことができると考えられる。 
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理  科 
 

１ 出題のねらい 

 

 第１分野及び第２分野ともに，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表

現力及び観察・実験の技能をみるように努めた。 

 

各問題のねらい 

 

１ 液体同士の混合物を加熱して取り出した液体を調べる実験を素材として，基礎的

・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表現力及び観察・実験の技能をみる問題

である。 

１ 蒸留について理解している。 

２ 蒸留の操作上の留意点について理解している。 

３ 状態変化するときの物質をつくる粒子の様子の変化について理解している。 

４（１）実験の結果を基に，１本目の試験管に取り出した液体にエタノールが最も

多く含まれる理由について考察し，それを表現することができる。 

（２）測定の結果及びグラフを基に，液体に含まれるエタノールの質量パーセン

ト濃度について考察することができる。 

５ 実験の結果から，エタノールに含まれている原子の種類について考察すること

ができる。 

 

２  身近な植物の分類についての資料及びサボテンの蒸散を調べる実験を素材

として，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表現力及び観察・実験の

技能をみる問題である。 

１ シダ植物の特徴について理解している。 

２ 裸子植物と被子植物の花のつくりの特徴について理解している。 

３ スケッチにおける輪郭の線のかき方を理解している。 

４ 資料を基に，植物の分類について考察することができる。 

５ 蒸散における水蒸気の主な出口について理解している。 

６ 実験の結果を基に，容器の中の湿度が上がる原因について考察し，それを表現

することができる。 

 

３ 電流の働きを利用した装置の仕組みについての資料を素材として，基礎的・基本 

的な知識・理解，科学的な思考力・表現力及び観察・実験の技能をみる問題である。  
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１（１）誘導電流が流れない理由について考察し，それを表現することができる。 

（２）実験の結果を基に，磁極及び磁石又はコイルを動かす向きを変えることと

誘導電流の向きの関係について考察することができる。 

（３）誘導電流の大きさを変える方法について理解している。 

２（１）回路を作成するときの留意点について理解している。 

（２）電流が電子の流れであることについて理解している。 

（３）コイルに流す電流の向きとコイルの動く向きの関係を調べる実験を行った

ときの結果の予想について考察することができる。 

 

４ 太陽系の惑星の観察を素材として，基礎的・基本的な知識・理解及び科学的な思

考力・表現力をみる問題である。 

１ 恒星の特徴について理解している。 

２ 地球からの金星の見え方を太陽系の構造と関連付けて考察し，それを表現する

ことができる。 

３ 太陽系の惑星の特徴について理解している。 

４（１）図を基に，地球と金星の位置関係について考察することができる。 

（２）図を基に，地球と火星の位置関係について考察することができる。 

５ 星座をつくる星の動きを，地球の公転や自転と関連付けて考察することができ

る。 
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２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

理科の平均点は23.3点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の形が台形に近

い形となっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいると

考えられる。 

１では，状態変化するときの物質をつくる粒子の様子の変化についての理解をみる

３で，正答率が80.5％と高かった。一方，実験の結果から，エタノールに含まれてい

る原子の種類について考察する力をみる５で正答率が5.7％と低かった。物質の燃焼の

実験の結果を分析して解釈することに課題があると考えられる。 

２では，スケッチにおける輪郭の線のかき方についての理解をみる３，蒸散におけ

る水蒸気の主な出口についての理解をみる５で，正答率がそれぞれ78.2％，78.5％と

高かった。一方，実験の結果を基に，容器の中の湿度が上がる原因について考察し，

それを表現する力をみる６で，正答率が20.3％と低く，部分正答率が11.6％であった。

容器の中の湿度が上がった原因を温度と飽和水蒸気量の関係から考察し説明すること

に課題があると考えられる。 

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ 59.5 0.0 34.3 6.2

２ 60.6 11.0 25.1 3.3

３ 80.5 0.0 19.3 0.2

(1) 49.9 4.8 40.9 4.4

(2) 41.7 0.0 52.6 5.7

５ 5.7 5.7 84.5 4.1

１ 41.9 0.0 57.9 0.2

２ 51.5 10.4 33.9 4.2

３ 78.2 2.3 16.0 3.5

４ 52.1 1.3 46.2 0.3

５ 78.5 0.0 20.8 0.7

６ 20.3 11.6 59.7 8.4

(1) 29.9 8.6 56.1 5.4

(2) 47.7 0.0 51.1 1.2

(3) 26.9 8.8 59.2 5.1

(1) 57.0 4.8 33.9 4.4

(2) 59.3 0.1 39.3 1.4

(3) 13.1 0.0 86.1 0.7

１ 81.6 0.0 15.4 3.0

２ 76.7 0.9 17.8 4.6

３ 68.7 0.0 30.9 0.4

(1) 57.0 0.0 42.5 0.5

(2) 18.5 0.0 80.6 0.9

５ 40.8 0.0 57.9 1.3

３

４

４

１

２

４

１

２

問題番号
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

正答 部分正答 誤答 無答
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３では，誘導電流が流れない理由について考察し，それを表現する力をみる１（１），

誘導電流の大きさを変える方法についての理解をみる１（３），コイルに流す電流の

向きとコイルの動く向きの関係を調べる実験を行ったときの結果の予想について考察

する力をみる２（３）で，正答率がそれぞれ 29.9％，26.9％，13.1％と低かった。コ

イルと磁石の相互運動で誘導電流が得られることを基に誘導電流が流れない理由を考

察し説明すること，誘導電流の大きさと磁石の強さについての理解，コイルに流す電

流の向きとコイルに電流が流れることで生じる磁界の向きとの関係からコイルの動く

向きを考察し説明することに課題があると考えられる。 

４では，恒星の特徴についての理解をみる１，地球からの金星の見え方を太陽系の

構造と関連付けて考察し表現する力をみる２で，正答率がそれぞれ 81.6％，76.7％と

高かった。一方，図を基に地球と火星の位置関係について考察する力をみる４（２）

で，正答率が 18.5％と低かった。地球の自転と火星の夜の位置を関連付けて考察する

ことに課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

定着に課題がみられた１５では，実験の結果から，エタノールに含まれている原

子の種類について考察するために，実験の結果を分析して解釈することが求められ

る。そのためには，実験の結果から得られた情報と今までに習得した知識とを関連

付けて考えさせること，実験の結果から判断できることと判断できないことを区別

させることが必要である。実験の結果を分析して解釈するために，例えば，この問

題を使った次の①～⑤のような学習活動を行う。 

① 本時の課題を明確にする。  

エタノールを燃焼させて，生じる物質を調べる実験によって，エタノールに含

まれると判断できる原子の種類は何であろうか。  

② 実験の結果から得られた情報と今までに習得した知識とを関連付けて整理す

る。 

塩化コバルト紙が青色から赤色に変化したことから水が，石灰水が白くにごっ

たことから二酸化炭素が生じた。 

③ ②を基に，課題に対する結論をグループで考察し発表する。予想される結論と

して，主に次のＡ，Ｂが挙げられる。ＡとＢのそれぞれについて代表グループに

その理由を発表させる。 

Ａ：炭素原子（Ｃ），水素原子（Ｈ），酸素原子（Ｏ） 

   Ｂ：炭素原子（Ｃ），水素原子（Ｈ） 
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④ 発表の内容を基に，「エタノールに酸素原子が含まれているのか」について，

今回の実験の結果から判断できることなのか，判断できないことなのかを再度グ

ループで考察させる。 

化学変化によって生じた水と二酸化炭素に含まれる酸素原子は，空気中の酸素

分子からなのか，エタノールに含まれていた酸素原子からなのか，今回の実験の

結果からは判断できないことに気付かせる。グループで検討しにくい場合は，化

学変化を原子や分子のモデルを用いて考えるよう伝える。 

 

エタノール ＋ 空気中の酸素      二酸化炭素   ＋    水 

 

 

 

モデルを基に水（Ｈ２Ｏ）に含まれる水素原子（Ｈ），二酸化炭素（ＣＯ２）に

含まれる炭素原子（Ｃ）がエタノールに含まれていることを見いだす。今回の実

験の結果から判断できることは「水素原子（Ｈ），炭素原子（Ｃ）が含まれてい

ること」を確認する。 

⑤ 実験の結果を基に考察するときの考え方をまとめる。 

実験の結果から得られた情報と今までに習得した知識とを関連付けて考える

こと，実験の結果から判断できることと判断できないことを区別することを確認

する。 

 

このように，実験の結果を分析して解釈できるようにするためには，実験の結果か

ら得られた情報と今までに習得した知識とを関連付けて考えさせること，実験の結果

から判断できることと判断できないことがあることを生徒が認識するよう授業者が意

識して指導することが大切である。 

  

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｃ 
Ｈ Ｈ 

Ｏ 
＋ ＋ 
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英  語 

 

１ 出題のねらい 

 
「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」及び「書くこと」の４領域において，英語

を理解し，英語で表現する能力を総合的にみるように努めた。 

 
各問題のねらい 

 
１ 英語による放送を聞き，その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力

をみる問題である。 

 Ａ 対話の概要や要点を理解し，質問に対する応答として最も適切な英文や図表を

選ぶことができる。 

 Ｂ 英文の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる

ように英文を書くことができる。 

 
２ 会話文を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題である。 

 １ 指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。 

 ２ 会話文の要点を的確に捉えることができる。 

 ３ 会話文の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。 

 ４ 会話文の要点を的確に捉えることができる。 

 ５ 会話文の内容に基づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書

くことができる。 

 
３ 長い文章を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。 

 １ 文章の要点を理解し，英語による質問に英語で適切に応答することができる。 

 ２ 与えられた語を適切に並べかえることができる。 

 ３ 指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。 

 ４ 内容の展開を的確に捉えることができる。 

 ５ 文章の概要や要点を理解し，本文の内容に合った英文を選ぶことができる。 

 ６ 文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる

ように英文を書くことができる。 
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４ 日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーションを

行う能力をみる問題である。 

 

２ 正答率 

 

 

 

３ 結果の概要 

 

英語の平均点は 21.3 点であり，得点分布の状況を示すグラフは全体の形が台形に

近い形となっており，基礎的・基本的な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいる

と考えられる。 

 １では，英文の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝

わるように英文を書く力をみる問題Ｂで，正答率が 4.3％と低く，部分正答率は 34.2

％，無答率は 18.5％であった。まとまりのある英文を聞いて理解したことに基づいて，

自分の考えを適切に表現することに課題があると考えられる。 

 ２では，指示された内容に合った適切な英文を選ぶ力をみる１で，正答率が 76.8

％と高かった。一方，会話文の流れに合った適切な語を考えて書く力をみる３で，正

答率が 5.9％と低かった。会話文から読み取ったことを踏まえて，場面や状況に合っ

た語を考えて書くことに課題があると考えられる。また，会話文の内容に基づいて，

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

№1 77.4 0.0 22.5 0.1

№2 79.4 0.0 20.5 0.1

№3 51.8 0.0 48.0 0.1

№4 63.0 0.0 36.8 0.2

Ｂ 4.3 34.2 43.0 18.5

１ 76.8 0.0 22.8 0.4

２ 65.2 0.0 34.5 0.2

３ 5.9 0.6 83.6 9.9

(1) 30.0 4.7 57.2 8.2

a 59.2 0.0 40.3 0.5

b 49.8 0.0 49.4 0.7

c 60.7 0.0 38.5 0.8

d 49.5 0.0 49.6 0.9

(2) 35.2 4.4 49.5 10.8

５ 7.6 20.5 49.1 22.7

(1) 39.4 37.5 17.4 5.6

(2) 38.1 14.2 36.0 11.7

２ 27.5 0.3 68.8 3.4

３ 30.7 0.7 67.8 0.7

４ 65.4 0.0 33.9 0.7

５ 56.2 0.0 42.4 1.4

(1) 10.9 18.8 48.4 21.9

(2) 6.7 19.5 48.5 25.3

４ 7.8 57.9 19.8 14.5

１

２

３

Ａ

４

１

６

問題番号
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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24

正答 部分正答 誤答 無答
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自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力をみる５で，正答率が 7.6％

と低く，部分正答率は 20.5％，無答率は 22.7％であった。会話文の内容を読み手とし

て主体的に考えたり判断したりしながら理解した上で，その内容に基づいて自分の考

えを英文で書くことに課題があると考えられる。 

 ３では，文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝

わるように英文を書く力をみる６（１），（２）で，正答率がそれぞれ 10.9％，6.7

％と低く，部分正答率はそれぞれ 18.8％，19.5％，無答率はそれぞれ 21.9％，25.3

％であった。まとまりのある文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを適

切に表現することに課題があると考えられる。 

 ４は，日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーショ 

ンを行う能力をみる問題である。正答率が 7.8％と低く，部分正答率は 57.9％であっ

た。資料を基に場面や状況に合った表現を考えて書くことに課題があると考えられる。 

 

４ 指導のポイント 

 

 定着に課題がみられた３６では，「文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分

の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力」が求められる。そうした力を育

成するためには，生徒が読んだことについてその内容を的確に理解するとともに，読

んだことを基に自分なりの感想や意見，賛否及びその理由を表現するような言語活動

を充実させる必要がある。 

 そこで，中学校第３学年において，次のような学習指導を例に挙げる。この事例で

は，「情報通信技術の発達と社会」を題材とした説明文を読み，その概要や要点をま

とめた上で，自分の考えなどについてペアやグループで尋ね合ったり伝え合ったりし，

さらにそれを書いて表現する活動へと発展させる場面を設定している。 

① 英文を読ませる前に，日常生活で使われる情報通信技術にはどのようなものが

あるかを尋ね，個人で思いつくものを挙げさせる。その後ペアでお互いが挙げた

ものについて出し合わせ，英語の語彙が思いつかなかったものについては，教科

書の語彙リストや辞書などで確認させる。 

② 「情報通信技術の発達と社会」を題材とした説明文を読ませ，接続詞などに注

目させながら説明文の流れを理解するためのキーワードを拾わせたり，そこで用

いられているイラストや図表なども参考にさせたりして，全体としての内容や筆

者の主張を数文の英語で書いてまとめさせる。 

③ ４人程度のグループに分け，②でまとめた英文を参考にさせながら，「携帯電

話，インターネット，電子メール，SNS などの情報通信技術をどんなときに使う

か」や，「筆者の主張についてどう考えるか，またその理由は何か」などについ
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て，簡単な語句や文を用いて自分の考えについて述べ合わせる。その際，内容を

伝え合うことに重点を置いた指導を心掛け，伝えようとする意欲を大切にし，最

初から流暢かつ正確な英語使用を求め過ぎない配慮を行う。 

④ ③で述べ合ったことを基に，情報通信技術を使う際に注意すべき点と起こりう

る問題及びその問題に対する対処法などについて，自分の考えとその理由を個人

で書かせる。 

⑤ 生徒が書いたものをペアやグループで交換させ，その内容について質問したり

コメントを述べたりさせる。また，生徒が書いたものを教師が評価し，英語の正

確さや表現の適切さという視点，考えとその理由の妥当性という視点，書かれた

内容が読ませた文章の概要や要点の的確な理解に基づいているかなどの視点か

ら，必要なフィードバックを行う。 

⑥ 教師や他の生徒から受けたフィードバックを参考に，書いた文章を推敲させ

る。 

 

 実際の指導に当たって留意すべき事項として，次の２点が挙げられる。 

１点目は，「読むこと」において，その目的に応じた読み取り方を指導することで

ある。概要や要点を把握する活動とは，文章を最初から最後まで通して読んだ上で，

書き手が述べている大まかな内容を捉えたり，書き手が伝えようとしている最も重要

なことは何であるかを判断して捉えたりする活動である。概要や要点を把握させる指

導に当たっては，学習者のレベルに合ったまとまりのある文章を最初から最後まで通

して読む機会をできるだけたくさん設定し，逐語的な読みから脱却し意味のまとまり

ごとに英文を捉えさせることや，文章全体としての構成や論理の展開を押さえさせた

上で，書き手が伝えようとしている最も重要なことは何であるかを判断して捉えさせ

ることが大切である。 

２点目は，概要や要点を把握するだけで終わるのではなく，読み取った内容に基づ

いて，感想や賛否，自分の考えなどを話したり書いたりして表現するなど，領域間の

統合的な言語活動を工夫することである。聞いたり読んだりして得られた情報や表現

を整理・吟味し，話したり書いたりするために活用する統合的な言語活動を充実させ

ることが，コミュニケーションを図る資質・能力を育成するためには重要である。ま

た，読み取った内容についての賛否や感想，意見やその理由を述べるような活動を取

り入れる際には，ペアやグループになり，読み取ったことについて生徒同士が考えを

交流するなど，学習形態の工夫をすることも大切である。 

 

このように，目的をもって読んだり，読んだ後に感想などを表現し合ったりする活

動を計画的・系統的に行わせることによって，「文章の概要や要点を理解し，質問に

対する自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力」を育成することがで

きると考えられる。 
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